











































































































































































学園法学2013年 2 ・ 3 号65頁以下（2014年）参照）。
判例・通説の二元説に対して一元説と呼ばれている。川島武宜『民法総則』289頁以下（1965
年，有斐閣），内田貴『民法 1 総則・物権総論［第 4 版］』70頁以下（2008年，東大出版会），近
江幸治『民法講義Ⅰ民法総則［第 6 版補訂］』217頁（2012年，成文堂 .），河上正二『民法総則講
義』348頁（2007年，日本評論社）ほか。一元説に立ちつつ，法文にない「認識可能性」を要件
とすることに対して批判し，要素性の判断で考慮することで足りるとする有力見解がある（川島












































































































































































































































































































































































































































金融庁・主要行向けの総合的な監督指針Ⅲ─ 3 ─ 1 ─ 4 ─ 2 （ 5 ）③，中小・地域金融機関向

















































ことができる，とする表現に改められている（仮案第 3 - 2 ）。
反社会的勢力を主債務者とする信用保証協会保証とその解消をめぐる民法法理（渡邊）
（41）　41
42　（42）
【
別
表
】
要
素
の
錯
誤
重
　
過
　
失
有 無
理
　
　
由
有 無
理
　
　
由
①
神
戸
地
姫
路
支
判
平
成
24
･
6
･2
9
金
判
13
96
号
35
頁
あ り
・
反
社
会
的
勢
力
で
な
い
の
で
保
証
す
る
と
い
う
動
機
は
，
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
，
ま
た
は
，
黙
示
に
表
示
さ
れ
て
お
り
，
意
思
表
示
の
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
・
一
般
の
取
引
通
念
に
照
ら
し
て
，
反
社
会
的
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
れ
ば
保
証
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な し
・
斡
旋
保
証
事
案
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
，
審
査
の
懈
怠
を
基
礎
づ
け
る
具
体
的
事
実
に
つ
い
て
何
ら
主
張
・
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。
②
大
阪
高
判
平
成
25
･
3
･2
2
金
判
14
15
号
16
頁
（
①
控
訴
審
）
あ り
・
保
証
協
会
が
信
用
保
証
を
行
う
に
際
し
，
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
な
い
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
，
相
手
方
で
あ
る
金
融
機
関
に
お
い
て
も
，
十
分
認
識
し
て
い
た
。
・
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
本
件
各
信
用
保
証
を
し
た
。
な し
･
信
用
保
証
協
会
･
金
融
機
関
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
し
た
。（
該
当
し
な
か
っ
た
の
は
地
理
的
要
因
に
よ
る
）
・
信
用
保
証
協
会
は
債
務
者
の
事
務
所
に
訪
問
し
調
査
を
行
っ
た
。
③
東
京
地
判
平
成
25
･
4
･2
3
金
判
14
22
号
52
頁
あ り
・
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
れ
ば
，
信
用
保
証
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
，
そ
の
こ
と
は
当
然
に
認
識
可
能
で
あ
っ
た
。
な し
・
経
由
保
証
の
場
合
，
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
は
な
い
こ
と
を
審
査
・
確
認
す
る
第
一
次
責
任
は
金
融
機
関
に
あ
る
。
・
疑
わ
し
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
，
保
証
依
頼
書
等
を
調
査
確
認
す
る
以
上
の
調
査
を
す
る
必
要
は
な
い
。
④
東
京
地
判
平
成
25
･
4
･2
4
金
判
14
21
号
36
頁
な し
･
本
件
保
証
契
約
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
解
釈
上
，
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
関
連
企
業
で
な
い
こ
と
が
，
保
証
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑤
東
京
地
判
平
成
25
･
8
･1
3
金
判
14
35
号
38
頁
あ り
・
契
約
当
時
，
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
関
連
企
業
で
あ
れ
ば
信
用
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
，
金
融
機
関
に
お
い
て
も
こ
れ
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
・
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
関
連
企
業
で
な
い
こ
と
は
，
信
用
保
証
契
約
の
係
る
法
律
行
為
の
要
素
で
あ
り
，
こ
れ
を
動
機
と
み
た
場
合
で
も
，
信
用
保
証
協
会
の
意
思
と
し
て
黙
示
に
表
示
さ
れ
て
い
た
。
⑥
東
京
高
判
平
成
25
･1
0･
31
金
判
14
29
号
21
頁
（
③
の
控
訴
審
）
あ り
・
金
融
機
関
は
，
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
遮
断
が
強
く
求
め
ら
れ
る
一
般
的
状
況
が
あ
る
。
・
信
用
保
証
協
会
制
度
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
，
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
は
な
い
こ
と
が
当
然
の
前
提
で
あ
り
，
金
融
機
関
も
こ
れ
を
認
識
し
て
い
た
。
な し
③
の
判
断
を
引
き
継
ぐ
。
⑦
東
京
高
判
平
成
25
･1
2･
4
金
判
14
35
号
27
頁
（
⑤
の
控
訴
審
）
あ り
・
信
用
保
証
契
約
に
お
い
て
，「
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
関
連
企
業
で
は
な
い
こ
と
」
は
，
仮
に
主
債
務
者
の
属
性
で
あ
っ
て
動
機
で
あ
っ
た
と
し
て
も
，
黙
示
に
表
示
さ
れ
，
法
律
行
為
の
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
⑧
東
京
高
判
平
成
26
･
3
･1
2
金
判
14
39
号
36
頁
（
④
控
訴
審
）
な し
・
主
債
務
者
が
反
社
会
的
勢
力
で
あ
る
可
能
性
は
当
事
者
間
で
想
定
さ
れ
て
い
て
，
そ
の
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
も
信
用
保
証
協
会
が
リ
ス
ク
を
負
担
し
て
保
証
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
・
仮
に
信
用
保
証
協
会
の
内
心
が
こ
れ
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
，
こ
れ
が
明
示
に
も
黙
示
に
も
金
融
機
関
に
表
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
，
保
証
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
②
は
，
2
件
の
融
資
･
保
証
の
う
ち
の
斡
旋
保
証
事
案
に
関
し
，
そ
の
2
分
の
1
に
つ
い
て
信
用
保
証
協
会
が
錯
誤
無
効
を
主
張
し
て
金
融
機
関
の
代
弁
請
求
を
拒
否
す
る
の
は
，
信
義
則
な
い
し
衡
平
の
理
念
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
，
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
，
⑦
は
，
経
由
保
証
で
あ
り
，
主
債
務
者
の
調
査
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
一
次
的
に
金
融
機
関
が
負
担
す
る
の
で
，
こ
れ
を
信
頼
し
て
信
用
保
証
し
た
協
会
が
錯
誤
無
効
を
主
張
す
る
の
は
信
義
則
な
い
し
衡
平
の
観
念
に
反
し
な
い
と
し
た
。
